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ドイツ製自古h糖度計(旋光計) ([).エヨルが傷んで使用出来念〈在ったも。

をもとに，偏光顕徴鈍を改造 Lτ作った第 l号測角器(鉱物学入門 厳島輝彦

若 理工図書 参照)部分品と合せて新l-<縦型D複円樟j角器を製作した。

直径約 20 "" ([)穂度計 白測角目盛環白中心1<:.機軸を水平K 遜l-.一端I<:~ ン

ドル 〈直径 10cm)をつけて回転させるようにした (pll!取〉 。 徴動装置・

ストッパーはそ([)1'1'使用出来るよう陀した，他端 K とれと直角陀在る主う K

顕徴鏡ステージ(1号 器κ使用 Lたも り )を取付け ('P回転〉ステーク上部中

央 K結 品取付台を うえ下部I<:/:([)ステージを回転吉ぜるツマミをつけた ω 結晶

は 1号器と同じ〈泊粘度を用いて台上K蛾せる。

穏度計 C架台をそ([)1'¥.利用して一方む支柱上 K 測角部分を叉他方自支柱上

舵望遠鏡と光源を般置した。 望遠鏡は顕像鏡申対物レ Y ズ陀凹レンズを一枚

組合せた 1号器と問機由 も四を用い，接眼部分Kキャ γプェコル着脱部を利用

して， ζ れ K短焦点目凸 V:Yズをはめイメージ用としレ Y ズ内陀ガラス繊維を

接着剤で矯けて作った十字線を設けた，望遠鏡下部医 ζ れと約 6町を距て弘 3

Y デ ン サ ーレ y ズ附き D測角用光源を設けた。イメージ周 D星形スリットはピ

ース缶中董 白う すh 金属 白中央K歯科用 白特殊錐を曇直K 畠て軽ぐたたき屋形

白穴(1..位〉を得Eれをコ y デ y サーと光源と自問医入れイメーゾ用接限レ

y ズ(前記〉を λれて Cぞいた時/:([) (iーがはっき bする位置K固定した。 電

壊はラジオ用小型トラ y スを用い糠l角用光源と結晶観察りため白照明灯は 5V 

2A白電球を用い切替スイッチで切替えて使用するよう陀l-k.。 叉続取用。

ルーベ K は豆電球をつけて続取 hを楽にした。 本按 ([)'P.P廻転白最小説取

角度陪それぞれ 0.1"と 0.01"で畠る a

両 者自 精度。 7;/バラ y スは P廻転を単円酒l角 K 使用する場合弘ある E とを

脅えると伝#味では老 ν、。 稚内 反射捌角器 企画作ずる場合1<:1!，''';トラン ゲツ

トを是告にする bが一般的と思われるが，本機 D製作記事が般分でも重量考とまれ

ば幸であるお
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